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仏弟子アーナンダの呼称Vtdehamuniについて

田村 典子

Ⅰ.はじめに

仏弟子の一人であるアーナンダ(Ånanda阿難陀,阿難)のVedehamuniという呼称には!

｢賢者｣と｢ヴイデーハ国の牟尼｣という二通りの解釈がある.永崎【1991】1は,これらの

解釈を次のように検証している.すなわち,前者については,ブッダゴーサによるパーリ

註釈文献の註釈書の記述にもとづいていて,この場合VedehamuniのVedehaは普通名詞と

して扱われている.後者の解釈は,アーナンダが仏教の出家具足前にヴイデーハ(ヴェー

デーハ)国に行って無語戒の修行を行ったという仏伝文献の中に,特に血豆帽助,『仏本

行集経』の記述に根拠があり2,この場合にはVedehamuniのVedehaを固有名詞と解釈して

いる･しかし,実際にはパーリ仏教文献の校訂者や翻訳者の多くが,むしろ後者の解釈を

採用している3.

このように,アーナンダの呼称Vedehamuniを巡る解釈の由来は明らかにされたが,未だ

Vedehamuniに関して十分に議論されていない点も残っている.そこで本論では,永崎[1991]

が明らかにしたことを踏まえた上で,未だ不明であるうちの次の二点を明らかにすること

を目的として置き考察していくことにする.まず第一点として,パーリ仏教文献の校訂者

や翻訳者の多くが｢ヴイデーハ国の牟尼｣の解釈を採用しているということだが,パーリ

の註釈書の記述にもかかわらず,パーリ仏教文献において,このようにVedehamuniの

Vedehaを固有名詞と解釈することは妥当であろうか.第二点として,VedehamuniのVedeha

を固有名詞と解釈することを妥当とするならば,その場合のVedehamuniは何を意味するだ

ろうか･第一,第二点共に,Vedehamuniの解釈に｢賢者｣のみを伝承しているパーリ仏教

文献およびパーリ註釈文献を主に研究対象として,Vedebamuniの扱いを改めて検討し,

Vedehaという語句が如何なる意味を含むのか検討することを通じてVedehamuniの意味を

考察していく.考察の際には,永崎【1991】がVedeha国について,なお疑問として提示して

いる点4にも着目していくが,仏弟子アーナンダに対するVedehamuniのVedehaを固有名

詞5と解することで,Vedehamuniの持つ別なる側面が見いだせるかと考えられる.

II･Vedehamuniと呼ばれる背景

まず,アーナンダに対してVedehamuniが用いられる背景について触れておきたい.

アーナンダがVedehamuniと呼ばれるのは,数少ない場面においてであり,Thul1anand豆,

Thullatiss豆といった比丘尼による場合などである6･励叩ttaH顧以下SN)に対応する南
伝大蔵経の中で,訳者の林五邦氏は,このVedehamuniを｢･提詞の聖者なる尊者阿難｣と
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訳した上で｢第二の繹尊として尼衆に尊ばれし嘉称｣と註記している7･広く知られている

ように,比丘尼たちから信頼の篤い8アーナンダであったことが,尼衆よりVedehamuniと呼

ばれる由縁であると考えられる.

しかしまた,一方で,アーナンダが,女人の出家を得せしめたことは,繹尊の入滅後,

マハーカッサバ(M血証おS叩a大迦葉)により何章される一つの項目ともなった9･この一連の

マハーカッサパによるアーナンダへの珂責の記述は,両者の関係を示す資料の一つである

が,アーナンダに対してVedehamuniという呼称が用いられる幾つかの場面には,マハーカ

ッサパの存在が関連していることも注目される･永崎【1991]10は･この点について

vedehamuniという呼称をアーナンダとマハーカッサパという仏弟子の関係と関連して示唆

している.

Ⅲ.パーリ仏教文献におけるアーナンダに関する記述

ここでは,アーナンダが経典や註釈文献の中で,どのように表現されているのかを見て

おく.

アーナンダは,広く知られているように,二十五年間ブッダと行動を共にした唯一人の

仏弟子であり,多聞第一,随侍第一の仏弟子11と述べられ,ブッダからも経典中で｢第一人

者｣12と称せられている.またパーリの註釈書13に見られるように｢多聞の中の第一人者｣

として彼の出身である釈迦族から期待を得ていたことも伝えられている･乃跳画如才(以下

Therag)G･1018･1050に述べられるアーナンダは,｢学識あり,ブッダの侍者であるゴーク

マ｣｢ブッダが教えを説かれている時,私に智慧が生じた｣というように,智慧と関連して

も述べられ七いる.アーナンダは,デーヴァダッタ14とは兄弟関係であり15,ゴータマ･ブ

ッダとは従兄弟関係にあったとされることから,Theragに見られるようにアーナンダも｢ゴ

ータマ｣16と呼ばれ,その姓もゴータマであったろうと言われている17･

また,同じ仏弟子のマハーカッサパとは,性格やその修行方法が異ることも指摘されて

いる18.マハーカッサパ19が頭陀行第一と称せられる20のは知られている通りである･

Ⅳ.パーリ註釈文献におけるvedebamuni

パーリ註釈文献では,冒頭でも述べたようにⅤ¢debamⅧi21に対して｢賢者｣という語義解

釈をしているにもかかわらず,パーリ聖典の校訂者や翻訳者の大方は,むしろ｢ヴイデー

ハ国の牟尼｣を採用していることが指摘されている.この場合,劇加商磯血や『仏本行集経』

の記述を根拠にしているのかは不明だが,パーリの仏教文献において｢ヴイデーハ国の牟

尼｣という解釈は可能であろうか.以下で,このVedehamuniのVedehaを固有名詞と解す

ることの妥当性について見ていく.ここで,Vedehamuniの表記の仕方はVedehaを固有名詞

と解釈した場合は先頭の文字を大文字に,普通名詞と解した場合には′ト文字で始まるとい

う区別を付けておくことにする22.

vedebaという語句は,アーナンダ以外の人の呼称にも使用されている.しかし,その呼

称の由縁は一様でなく,例えば母親の出身がVedehaであったから,Vedehiputtaと呼ばれる
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場合23や,Kosah国の君主であってVedebaを含む呼称を持つ場合24もある.

ここでAjatasattu(阿閣世王)の25vedehiputtaという呼称についての記述を見てみる.

叫〝tioti,ayarPKosala-ra丘血odhit豆yaputto,naVideha-raaaO.Vedehitipana

PaPdit豆dhivacanaPetarP,yath'aha;`vedehikagahapat豆ni,ayyOÅnandoVedehamumiti.

Tatrayapvacanattho･Vidantieten豆tivedo･丙軸ass,etarpadhivacana叩.Vedena払atighatati

V5yamatitivedehi･ Vedehiy豆puttotiVedehi-PuttO･(堀aHhakatb5[以下DA]I139)

Vedehi-PuttO(ヴイデーハ妃の息子)とは,彼はKosala国王の娘の子であって,ヴイデー

ハ国王(の娘の子)ではない."vedebi"とは,また,これは賢者と同義語であり,次の

ように言われるが如くである.｢女性資産家Vedehik豆,Vedelmumiなる聖者アーナン

ダ.｣これには,語義がある.これにより知るということからvedaである.これは智

慧と同義語である･Vedaをもって努力する(vedenaha),努める,勤むと言うので,Vedehi

である･Vedehiの息子というのがVedehi-Puttaである.

ここでは,VedehiputtaのVedehiについて,Kosala国王の娘であってVideha国王の娘で

はないと解釈している.この一節より,パーリの註釈書にも固有名詞としてのVidebaの概

念が存在していたことは分かる.しかしさらに,堀粛正亘叩押通地頭【以下DT】Ⅰ271)

は,Kosala国王とはMahakosala国王26であるとし,Videha(Vedeha)には触れていない.DA

のこのVedehiputtaに対する解釈を巡っては諸説述べられていて27,中にはこれをブッダゴ

ーサの誤りであるとする説錆もあるが,｢Vdeha族はMaga血a国に征服されるまで…Eosala

君主制国家の支配下にあった｣との説29に従えば,註釈書の内容も誤りと断定できない.ま

た,こうした背景を考慮すれば,Kosala-Vedehaという呼称を持つKosala国王の呼称も理解

できよう.

何れにせよ,ここで注目されることは,Vedebaをその中に含んでいる呼称に対する註釈

において,Vedena一弘aという解釈が適用されていることである.アーナンダについての記述

には,前述したように智慧に関連する記述もあったが,｢智慧を以て努力する｣ことにより

Vedehaと呼ばれるのはアーナンダ30のみではなく,Vedehaを｢賢者｣とする註釈はアーナ

ンダ特有のものではないことが分かる.

しかし,先行研究31により指摘されてもいるように,パーリ註釈文献では,アーナンダに

対するvedelmumiのvedehaをvedena一弘a｢智慧をもって努力する｣と分解し,語義をpap･?ita

｢賢者｣とするのみであって,それ以外の説明は見られない32.

こうした中,kb嘲a畑akaLb5(以下KhpA)33ではvedehammiを次のように用いて

いる･これは,第一結集の際,｢吉祥経｣の因縁をマハーカッサパがアーナンダに尋ねた時

にアーナンダがそれに答えたという場面で,ここでは比丘尼によってではなく神々によっ

てvdebammiが用いられている.

･･･ekacc豆napdevat豆na叩CittamuPPanna叩:ayam豆yasm豆唾塾型些主pakatiy年pi

SakyakulanVayO bhagavatod豆y豆do,bhagavatapipa丘cakkhattuIpetadaggeniddi構ho･

KhpA(触β〟カ如)必Ⅰ99).

ある一部の神々に次のような思いが生じた.｢この尊者(アーナンダ)は,ヴイデーハ出
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且聖聖董(vedeha-muni)であり,もともと釈迦族の家系に属し,世尊の相続者であり,(聞

法することでは)第一人者であると,世尊から五度明示されたのである34･

(及川･村上『仏のことば註(四)』391参照･下線は論者による･)

このように,ここで用いられているvedeb狐血に対して･及川･村上は,｢ヴイデーハ出

自の聖者｣と和訳している.これは,永崎【1991】が指摘した『仏本行集経』35において｢毘

提耶国から出た仙人｣という意味の漢訳と同じである･KbpAでは,Vedeb狐血の直後に

｢もともと釈迦族の家系に属しbakatiy豆PisakyakulanVayO)｣が続いていることから,ここで

用いられているvedehamuniは,｢賢者牟尼(PaDditamuni)｣よりもむしろ｢ヴイデーハ出自の

聖者｣と解する方が自然であり,適切であると判断される･このことから,パーリの文献

においても,Vedehamuniを｢ヴイデーハ出自の聖者｣と解するのは可能であろう･

永崎【1991]が,｢王の命令と母親の反対によって(仏教への出家具足が)適えられなかった

ために(アーナンダは)ヴイデーハに行って沈黙の誓いを立てて座禅瞑想に励んだ･周知の如

く,古代インドでは沈黙の誓いを立て,それを厳守して修行している人を『牟尼』と呼称

したのであった.…仏教の開祖を釈迦牟尼世尊と呼称する点などからも知られるであろ

ぅ.｣36と記しているように,Vedehamuniを｢ヴイデーハ出自の牟尼｣と捉えるならば,こ

れは!ゴータマ･ブッダを釈迦族出身の聖者と言う意味で釈迦牟尼(Sakyamuni,畠akyarrrLmi)

と呼ぶ37のに,同型の複合語として対応すると言える･

ところで,この神々の心に生じた思いはアーナンダへの讃辞とも言えるものだが,これら

一連の表現の第一に来るのが,経典や註釈書に見られた｢多聞第一｣や｢第一人者｣では

なく,Vedehamuniであることは何を意味するのだろうか･この直後,神々の思いを知った

アーナンダは,｢自分にない徳を想定することを許さず,自分はただ(世尊の)声聞にすぎ

ないことを明らかにしようとする｣38と続く･このようなアーナンダの対応から,神々の思

いとして述べられている一連の表現が,声聞には過分な内容を含む徳の高いものであるこ

とを示唆していると考えられる.その中において先頭に来ている呼称Vedehamuniの位置づ

けは注目される39.

Ⅴ.muni=PaCCekabuddhaから豆diccabandhuへ

sakyamuniやVedehamuniに見られるmuni牟尼40に関しては,｢沈黙｣を行とする行者で

ある点で砕支仏baccekabuddha)との共通性も指摘されている･共に,仏陀以前及び仏陀時代

に現れた非バラモン的な修行者,すなわち｢沙門｣(samapわと呼ばれる者の範暗に組入れら

れると言われる41.

ところで,この砕支仏baccekabuddha)という語は,釈迦族出身の聖者Sakyamuniたるゴ

ータマ･ブッダに関連しても用いられていて,それはブッダの呼称である豆diccabandhu(太
陽の末裔/日種族)42に対する語義解釈や註釈43において述べられている･

adiccabandhuに関し,釈迦族は日種のクシャトリヤであるという思想はかなり早くから,

恐らくはブッダ出生時の釈迦族自身の間にすでに定着していたであろうと言われている44･

また,この豆此cab皿dhという呼称は,仏教経典において,ブッダにあって仏弟子にはな

-31-



い呼称の一つであることが指摘されている45.前述したように,アーナンダも釈迦族出身で

あることは広く知られている通りで,その意味で日種族の一員であることになるが,彼に

豆diccabandhuは適用されないのである.

Ⅵ･固有名詞としてのVedeha(VidehaNaideha)

VedehamuniがSakyamuniに,同型の複合語という点から対応する呼称であって,｢ヴイデ

ーハ出自の牟尼｣と解するならば,Vedehaは固有名詞ということになる.この解釈はパー

リ註釈文献には見られないものの,KhpAにおけるVedehamuniの扱われ方を見たように,

パーリ仏教文献においても｢ヴイデーハ出自の牟尼｣と解するのは妥当であろうと考えら

れる･そこで,ここでは,VedehamuniのVedehaが固有名詞であることを前提にして,さら

に,アーナンダが仏教の出家具足前にVedebaに行き修行に勤励したという丑払鮎涙紺ねや『仏

本行集経』の記述を踏まえて,このVedebaが何を意味するのかを検討していく.

広く知られているところでは,Mithil豆を拠点としていた46vedeha47は仏教興起時代に,

V如ji48連合国の一部を形成していたということである.Vedehaはまた,バラモンが軽視した

所で,仏教の文化が育成された所である49との指摘もある.Misbra[1962]50は,Vedebaとい

う語が,Vedeha族,Vedeha国,そしてVai畠豆1i51も含む地理的用語としてのVedeha52といっ

た三つの意味を持つこと述べている.

パーリ仏教文献におけるVedehaに関する記述は,DNⅡ235(鳳奄り血ゐ-Sutt4),MNII

78触庇おTB-SU肋)などに見られ53,ブッダがMithilaをしばしば訪れ,人々を教化した54こ

とが述べられている.しかしとりわけ,Vedehaについての具体的な記述をしているのは,

血叫以下J)55にあり,その記述にはVedeha国の様子やMithilaのVedeha族の種族とし

ての起源が見られるのである.

以下にJを中心にVedebaの具体的な内容を見ていく.

(1)vedeha国やVedehaの人々の様子

Vedehaに関する記述が多く見られる似顔坤由(JⅥ46･5156)では,VedehaのMithil豆

が,富める町で都城として整備され,装飾を施した軍備を整え,法を守護している社会で

あり,多くの人々の行き交う町であることが述べられている57.

似顔画ね由ではVedeba国をいわゆる理想の王国とする表現が続くが,これに関連

してj弘融ゐ噸ね由58は,Vedehaのクシャトリヤを理想の人としている.

EbttiyocaVideh豆narp,abh串t豆Samuddqj豆ti.(JⅥ164)

ヴイデーハの人々の中のクシャトリヤが(相応しい).サムダッジャー(王の娘の名)は高

貴な生まれである.

(2)修行者への供養

脇夢加擁血では,国の繁栄を背景に,Vedeha国王が修行者(PaCCekal"ddhe独りでさ

とる人たち)59を受け入れ,彼等に食べ物を供養していたことが述べられている.

tumhakapr申paccekabuddhebhq5esiti･Åmadevati.(JⅥ41)

｢汝らの王は修行者たち(PaCCekabuddhe独りでさとる人たち)に食べ物を供養していた

のか.｣
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｢その通りです.王よ.｣

これに関連して,肋廟如血甜においては,賢人を受け入れいることがVedeba

にとって利益であることを述べている.

LabhavataVidehanarpyassameedis豆papditaghareVaSantiv帥teyath豆tvarpsiMahosadh豆･

(JⅥ459)

ヴイデーハの人々にとって,何たる利益であろう･あなたの如き賢人達が領内に任し

ているとは,マホーサダ.

これらの記述は,永崎[1991]が提示していた疑問の一つ61に答えうるであろう･パーラー

ナシーと同様かは不明ではあるが,Vedebaは経済的に豊かな町であり,修行者を受け入れ

ていたとする記述から,修行者たちの集まるのに良好な環境であったことが窺える･また･

非バラモン的な修行者であるpaccekabuddhaを受け入れていたことは,Vedehaの社会がそれ

に則した社会であったということも推し量られ,この点は･釈迦族の社会62に似ていると言

える.

(3)Sakya釈迦族との共通点

脇出血おゆ血田では,ゴータマ･ブッダの前生であるMa址豆deva王が登場する･

Ma址豆devaは,土田【198帥4が指摘するように,Ma血豆Sa皿ぬと晦Ⅴ故山Okk証aとを繋ぐ釈

迦族の系譜65において見られる王の名である･そして｢理法に適った正義の王｣と言われた

Makh豆deva王は,八万四千年ずつ王子として,副王として,大王として統治し,Nemi王へ

と繋がることが述べられている･これら一連の諸王の名は晦Ⅴ瓦血王統の一支流とされる

Mithil豆王家の系譜に見られるものである66.

AtiteVedeharattheMithil豆ya叩Makh豆devonamar申ahosidhammikodhammarqa･

S｡Catur豆sitivassasahass血ikum豆raki!arptath豆opar頑arptath豆mah豆r痴叩katv豆digham

addhana叩khepetv豆ekadivasa叩kappakarpamantesi;(JI137)

昔,ヴイデーハ国のミテイラーにマカーデーヴァという王がいて,理法に適った正

義の王であった.彼は八万四千年ずつ,王子として振る舞い,或いは副王として統治

し,或いは大王として統治して長い年月を過ごした…

kalapkatv豆Bralmalokenibbattiv豆PunatatOCutOMithil豆yapyevaNimin豆mar勾豆hutv豆

ossakkamanarpattanOVaPSarPghatev豆(JI139)

そして死後は,梵天の世界に生まれ,更にそこから生まれ変わって,ミテイラーでニ

ミ王となり,衰退していた自分の一族を統合し…

これらの記述と同様に,地歩ね由67においても,釈迦族の系譜に見られるMithil豆のNimi

王の名の由来が述べられている68.

これらから,Vedebaが釈迦族と同じく日種族に属する種族である69ことが改めて確認さ

れた.ゴータマ･ブッダの因縁話70の中において,高貴なシッダッタ王子が托鉢して歩いて

いるのを聞いて知った父王が,世尊の前に立って｢我等の伝統はM血由ammぬ71の王族の子

孫である.そこには食を乞い歩く王族は一人もいない･｣と述べている･これは釈迦族が

Ma血豆Samぬの家系を誇りにしている72と分かる箇所である･
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以上のように,VedehamuniのVedehaを固有名詞と解して,Vedehaについての記述を検

討したところ,Vedebaは繁栄した豊かな国であったこと,修行者を受け入れ供養している

国であったことが述べられていた･これらから,Vedebaは非バラモン的な社会を有し,Sa吋a

と性格の近い国であったと考えられる.またVedehaの王としてMah豆sammata家系に見られ

るM血豆samataと晦Ⅴ故山Okk証aを繋ぐ王名が数多く述べられていたことから,Vedeba

が,日種族Mah豆sammata,Ik?V豆ku/Okkakaに連なる種族であることが確認される.これは,

同じ日種という意味でVedehaがSakyaと同等であることを意味するのではないだろうか.

Ⅶ.まとめ

アーナンダに対する呼称Vedehamuniについてまとめると次のようになるだろう.

まず,アーナンダに対するVedehamuniを｢ヴイデーハ出自の牟尼｣とする解釈は,パー

リ註釈文献には見られないものの,KhpAにおけるVedehamuniの扱われ方を改めて検討し

たところ,この訳の方がむしろ適切であると判断されることから,パーリ仏教文献におい

てもVedehamuniのVedehaを固有名詞と解釈することは,妥当と考えられる.

次に,VedehamuniのVedehaを固有名詞と解釈した場合,アーナンダに対するVedehamuni

という呼称には,｢牟尼｣の意味の上に｢Mah豆sammata家系に属する,日種族であるVedeha

の出身｣という意味が込められていたのではないだろうか.即ち,アーナンダに対する呼

称Vedehamuniはゴータマ･ブッダのSakyamuniと同等と言えるまでの意味を有する呼称で

あって,豆diccab皿曲血と同様の意味の込められた極めて高い尊称であったのではないかと考

える･言うまでもなく,アーナンダは釈迦族出身であるが,釈迦族と同じ血統であるV｡deba

種族のVedeha国で牟尼になった,まさにゴータマ･ブッダが釈迦族の国でそうであったよ

うにという意味合いから,この呼称によりアーナンダの権威を高める効果があったのでは

ないだろうか.

その一方で,アーナンダに対するVedehamuniの見られる場面には少なからずマハーカッ

サパの存在が明記されていた･VedehamuniをSakyamuniと同等と言えるまでの呼称である

とするならば,アーナンダは比丘尼達によりVedehamuniと呼ばれることで,仏滅後のsahgha

においてプッダの後を継ぐ有力な長老として自他共に認められていたマハーカッサパに対

することが出来たことは十分考えられ,アーナンダとマハーカッサパとの関係に言及して

いた永崎【1991]の示唆をも裏付けることになるだろう.

このように見てくると,このアーナンダに対するVedehamuniという呼び名は!呼ばれる

側と呼ぶ側との関係のみならず,師であるゴータマ･ブッダと仏弟子アーナンダとの関係,

アーナンダとマハーカッサパという仏弟子同士の関係を含有する呼称とも捉えられる.

Vedeha国に関する永崎【1991】の疑問に対して,Vedehaという国は聖地と断言できないま

でも,多くの修行者の集まる土地であったと言える･また,Vedeha族とSa吋a族との交流

については,パーリ仏教文献および註釈文献において窺い知ることもできたが,日種族同

士であり性質の近い社会を有していたと考えられることからも5交流は容易であったろう.
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こうしたことから,アーナンダが,何故父母からの出家具足の不許可によってVedebaに行

ったのかについては,JにおけるVedebaに関する記述に手がかりは得られなかったものの･

実際史実として出向いたか否かは別にしても,アーナンダの修行の場としてS止ya族と同

じ日種であるVedeba族の国を選定したことは十分考えられる･

〈略号および使用テキスト〉

AN A4guぬ坤,PaliTbxtSociety･

Ap 4甲`血a,Pali恥ⅩtSociety･

cNd aLLhl肋 ビルマ版.Chatthasa血g豆yanatipittaka叩Suttant叩itake

huddakanik豆ye伽血ぬ叩拡1961･

DA Ddat?bakath岳PaliTbxtSociety･

DN D#an庚申,PaliTbxtSociety･

J
｡触,PaliTbxtSociety.

JA
亡触LLhakatb岳

PaliTbxtSociety.

KhpA 励udhkqp5ia紳akatb5御attbわtjk5Ⅰ),PaliTbxtSociety･

MA 柳a紳akatb岳PaliTbxtSociety･

MNd 鳳血肋,PaliTbxtSociety.

SN Shqtyutianik4y?,PaliTbxtSociety･

Sn 助ttan勿5ta,PaliTbxtSociety･

snA 助ttan勿如t!hakath可肋atib如tLk5ⅡvoII),Pali恥ⅩtSociety･

Therg 乃跳砂地4･PaliTbxtSociety･

ThiA 乃e喀威丘劉bakatb岳PaliTbxtSociety･

V l勉qya,PaliTbxtSociety･

赤沼 『固有名詞辞典』

南伝 『南伝大蔵経』

Childers DibtLbDaLyO(the月払Language,London,1909･

VipassanaResearchInstituteChatthaSangayanaCDversion3･0を検索に使用

(注記)

1永崎【1991】305･319(御β畑地I139,髄一頭〟Ⅱ176･177,大正3･919参照･)
辞書におけるVedehaの扱いも様々である.

2永崎【1991】316.｢アーナンダはストレートに仏教教団にて出家具足したのではなく,ゲイ
デーハの阿蘭若に入って無語戒を受けて修行に勤励した結見牟尼なる尊称を得た後に仏

教教団にて出家具足した.｣これには釈子の子供達は一家族につき一名の割合で出家せよと

いう王の命令がある中,兄弟のデーヴァダッタが先に出家してしまったことや母親の反対

により出家具足が適わなかった経緯が示されている･

3永崎【1991】312-313.漢訳の校訂者や翻訳者も｢ヴイデーハ国の牟尼｣を採用しているこ
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とも挙げている.

4永崎【1991】317.｢何故に彼(アーナンダ)は出家具足の不許可によってヴイデーハ(ヴェーデ

ーハ)国に行ったのだろうか.パーラーナシーなどと同様に聖地として出家修行者の集った
処ではなかったろうか.釈迦族とも交流のあった国ではなかったろうか.｣

5永崎【1991】306･｢賢者牟尼｣｢賢き牟尼｣に対して,｢ヴイデーハ(ヴェーデーハ)国からの

牟尼｣｢ヴイデーハ(ヴェーデーハ)国に属する牟尼｣と固有名詞を含めた意味を示している.

本論で固有名詞と称する場合は,これに倣う.

6永崎【1991】306,317･SNⅡ216,219.マハーカッサパがアーナンダを｢童子｣と呼んで非

難したのに対しThullanand豆比丘尼がアーナンダに対してVedehamuniを使う場面や,マハ

ーカッサパが三度アーナンダによって促され法話を比丘尼達の前で教示した搾乳それを面
白く思わないThullatiss豆比丘尼により,Vedehamuniなるアーナンダと言われた場面など.

7南伝13.316,329.
りと丘尼sa血gbaを成立させたことは有名だが,仏弟子のストクーパの内,比丘尼たちがア

ーナンダの塔を供養すること(杉本[1984]290･291)も伝えられている.彼のストクーパは,
中村【1958】(272･273)によるとマガダ国の首都王舎城とヴァイシャーリーにあり,玄突によ

るとマトウラーにもあったと言われている.(『大唐西域記』4,抹蒐羅囲の條)
91血色搾(以下V)Ⅱ288.

10永崎【1991】317･｢(アーナンダと)相対するマハーカッサパに,比丘尼をして(アーナン

ダのことを)ヴイデーハ国の牟尼と言わさしめたのではなかろうか｣()内は論者が補足.

JJA毎押〟m顧以下AN)Ⅰ23-26.塚本【1966】388.
12ANI24-25･ブッダから｢比丘達よ,私の多聞なる声聞･比丘達の中で,このアーナン

ダこそ第一人者なのだ.記憶力あり理解力あり堅固心ある侍者の中で,アーナンダこそが

第~人者なのだ･｣とも述べられている･この他にTh甲g･GlO41･1043･昭皿顧以下
DN)Ⅱ52にも同様の内容が見られる.

13噸血β畑a由虎亘以下MA)Ⅲ27.片山【1999】405.｢釈迦族の王の集まりにおいて,『尊
者アーナンダは多聞の中の第一人者であり十分な文言によって優美な法話を語ることが出

来る』と良く知られている.｣

14MAⅡ231･片山【199剖98･｢なぜなら彼(デーヴァダッタ)は純粋のマハーサンマタ(人類

最初の王)の伝統にあるオッカーカ家に生まれているから,生まれの善家である.｣

15この血縁関係には諸説ある.

16｢ゴータマ｣は,世尊の姓(gotta)を説明する･TheragGlO18,1023.

17中村【1958】272など.

18平川【1991】150.

19Ther?gGlO51･1090･SNNo16･彼はマガダ国のMah豆titthaというバラモン村に生まれた

という･マガダ国Sagala市のKosiya家に属すバラモンの女Bhadd豆一Kapil豆niと結婚したが
妻と共に出家し,ゴータマ･ブッダの弟子となって八日目に悟ったと言われる.

20ANI23･26･aggarPdh5tav豆danarp･平川【1974】116･｢(マハーカッサパは)仏滅彼のsa血gha

で最も有力な長老であり,ブッダの後を継ぐ有力な長老として自他共に認められていた.｣

21パーリ註釈文献では固有名詞としていないため,小文字を用いておく.

22永崎【1991】310･この語句の最初の文字を大文字にしているか,小文字にしているかで,

Vedebaを固有名詞と解釈しているか否かという校訂者の見解が窺えることを指摘している.

23Raychaudhuri[1953】206-207･｢Magadha王Bimbis豆raの妃がVedeha出身だったため,

彼女がVtdehiⅣaidehi)と呼ばれ,その息子であるAj孟tasattu咄ata畠atru阿閣世王)は,
Ⅵ∋dehiputtaと呼ばれる.｣

Mishra[1962】2･｢Mahaviraの母は,Videhadatt豆と呼ばれる.｣
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24Raychaudhuri[1953】102,207･｢Kosala国の君主ParaÅtparaは･Kosala-Videhaと称される･｣

宮酎1998】110.｢ヴイデーハ族はマガダ帝国に征服されるまでは,…(中略)…コーサラ君

主制国家の支配下にあった｣と指摘する･

25注23参照.

26中村【1963】268･269.｢Kosala国では,Mah5kosalaの次に彼の子Pasenadiが王位につい

た.マガタ帝国の建設者は,ビンピサーラ(Binbis豆rわ王･｣PasenadiがAjatasattuを甥と呼ん

でいる記述もある.(JⅥ151･152)

27Mishra[1962】139.Tibet文献とJaina文献とが,仏教徒は異る見解を述べていることも

指摘している.

Raychaudhuri[1953】207･Vbdehaが呼称に使われていても･その使用法を考慮すれば,必

ずしもブッダゴーサの説を論破するとは限らないことを指摘している･

28Mishra[1962】139.Vedehiputtaについては,Magadha王Bimbis豆raの妃にはkosala出身

の妃もいて,この妃とAj5ta畠atn嘲豆tasttu)の母とをブッダゴーサが混同しているとの見解を
とっている.

29宮坂【1998】110.

30例えば赤沼『固有名詞辞典』(749)では,Vedehamuniを｢阿難の異38･Vedehaは国名な
れど,ここではただ賢者の義なり｣としている･しかし,アッタカターを見ると･Veddは

を含んだ他の呼称に対しても,Vedebaについて賢者を以て語義解釈している･

31永崎【1991】307.

Raychaudhuri[1953】206･207･プッダゴーサがVedehiをVeda-ihaに分解していることを

指摘している.この際Vedehaについて,Tibet文献とJaina文献とが･仏教とは異る見解

を述べていることも指摘している.

Childe,S562;thereisacuriousadj.vedeho,Vedehakomeaningwise･

32永崎【1991】306･307に詳しい.例えばSAⅡ175など-

この他vedehaに関する解説はあるがvedehaをVedeha国やVedeha族のような固有名詞と
して捉えてはいない.例えば励血おⅡ390では,三ヴェーダをvedena払aのvedenaに当

てている.鳳血肋(MNd92-93,95)に見られるvedehiはvedaの活用形である･因みに

vedehaの解説と同様の手法でKhpAllOではこの他,地名のSavatthiをsabbarpatthi(全てあ
る)と分解している.

しかし一方で,Vedehamuniのvedehaを固有名詞に解している場合も複数見られる･パー

リ聖典励呼物他の邦訳者林五邦氏が｢稗提訴の聖者なる尊者阿難｣と訳している

のは本文で紹介したとおり.また,脇丘5帽Stuの訳に際しJ･J･Jonesは`thesageofVbdeha'

(ヴイデーハの賢者)としていることが永崎により指摘されている･

33肋attbわ舷鵡人下巧)の中にKhpA(巧Ⅰ)と助郷畑akatb5(以下SnA=巧Ⅱvol･1･
2)が収められている.森(469-470)に示されているように,DAはブッダゴーサの真作と認め

られているが,このKbpA(巧)は,そうではない･

34この後にも,｢四つの不思議な未曾有の法を具え,四衆が愛しく･心よく思う人である･

思うに(阿難尊者が)今,世尊の法の王位の相続者の位を得て,仏になられた･｣と続く･

35大正3.919.此之仙人応是毘提耶国而出.作是語己･為共立名･称為毘提耶国仙人･

36永崎【1991】315.()内は論者が補足した.

37中村【19鍋】12･13.この呼称は原始仏教の古い層には稀にしか現れていない･
38

KhpA99,及川/村上【1989】392･
39この位置づけには幾つかの意味が考えられる･例えば･一連の讃辞の先頭に来ているた

め,Vedebamniが,その中でも極めて高徳であることを意味するとも考えられる･また,

冒頭でアーナンダの出自を述べているとするならば,この場合は明らかにVedehamuniの
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Vedebaは固有名詞と見なすことが出来るだろう.

40永崎【1991】315.同様に宮坂【1998】360･361｢muni文化圏は,非バラモン的な文化圏を想

定する一資料とするにたる.｣一方,中村【1984b]296･297｢muniについて沈黙を守って修行

している聖人を言うと解するのは,後代に成立した通俗的解釈であるらしい.｣という見解
を示している.

41杉本【1984】257･258｢牟尼=蹄支仏=沙門｣,彪血bⅢ453,Ⅵ328.
42土田【1985】103｢釈迦族起源説話が示すように繹尊の出自が日程の剃帝利であることは広

く知られている.｣

43α碑皿披毎頑CNd)270,Sb噸54偏(Sn.G54)に対する語義解釈;Ådiccabandhussavaco

nisammati豆diccovuCCatis缶riyo･SogotamOgOttena･PaccekasambuddhopigotamOgOttena･So

PaCCekasambuddhos融iyassagotta丘豆takogottabandhu,taSni豆paccekasambuddho豆diccabandhu.

｢《太陽の末裔(ブッダ)のことばを心がけて》で,豆diccaとはs屯riyaのことである.彼の姓は

ゴータマである.辟支仏の姓もまたゴータマである.かの樺支仏は姓による太陽の親戚で

ある･従って,辟支仏は太陽の末裔(目種)である.｣中村【1984b】(260)は,このCNdの記述

に対して｢ブッダゴーサは,繹尊も独覚の一人であり,ここでは独覚の実践する道を教え

ている,と解した･｣としている.この他,SnAIIvol.IlO4には,豆diccabandhuという名

の辟支仏が登場する.

44土田【1985】103 その成立が最古層に属すると伝えられている物β顧Sn.G.1128)
において言及されていることを根拠の一つとしている.この他Sn.G.540,915にも見られる.

中村【19鍋】21｢恐らく仏教の最初期から樺尊は『イクシュヴァーグ王(Okk証a一旗Ⅴ如)の末
商』であると考えられていた.｣としている.

45並川【1991】289-304 プッダにあって仏弟子にない表現として,この他cakkh｡mant,

lokanatha,Sugata,aPPatipuggalaがあげられている.並川は,初期仏教経典の偏文において,

仏弟子に関する表現はブッダのそれと比較して殆ど変わることがなく,主要な相違点と言

えば,仏弟子がゴータマ･ブッダの弟子,相続者と言った教団内における上下,主従関係

の中で表現されている,としている.

46塚本【1966]377,永崎【1991】316,杉本【1984]363.しかしRaychaudhuri[1953】53は,

Videhaの首都であるMithil豆は亡触や叙事詩には述べられているもののVeda文献には言

及されてはいないことを指摘している.

47赤沼『固有名詞辞典』783｢Videhaはもと種族の名にして奥義書にはJanaka王この国を
治めると出ている.｣

48KhpA158-165にはLicchavis(V頑i)の起源が記されている.

49雲井【1967】11･同様の見解として平川1974】19｢バラモン教の『中国』をはずれた東方

の国土である･｣がある･これに対して,中村【1963】82は｢バラモン文化の影響を受けてい
た.｣と述べる.

50Mishra[1962】1｢Mah豆viraの誕生の地でもある臥pdagr豆maⅣai畠豆Ii近く)が,Videhaに

位置し,Mah豆viraとAjata畠atruの母達が,Videhadatt豆やVedehi(Vaidehi)と呼ばれているのは,

第三の意味でである･｣3｢バラモイやジャイナ教徒の地理的概念に依れば,Vid｡haは(中

略)va嵐1iとhpdagr豆maとを含んでいた･仏教徒のVideha概念はこれとは異っていたよう

だ･仏教徒はⅤ頑rattha(V軸-r豆shtra)とVidehaを二つの異った地理的国家と考えていた.｣

51Mishra[1962】63 伝説によれば,Ik?V豆ku/Okk豆kaの子でヴィシヤーラ(vi畠豆1a)と名付く王

が･天女アランプシヤーと共に設立した町と言われている.中野【1974】128｢ラーマーヤナ

童子晶によれば｣として同様の伝承を紹介している.

52中村【1963】268･269 仏典ではAjatasattu(阿闇世王)のことを｢Vedeha(出身の妃である)女

の息子｣という意味でvedehiputtaと呼ぶのに対し,ジャイナ教ではVai畠豆1i王Cetakaの娘

ー38-



Cellan豆が王子の母親であるという伝承について,中村は｢Vai畠豆1iはVedehaの内にあるか

ら,ジャイナ教の方が正しいようである｣としている･

53VedehaのJanaka王は哲人君主としてY童殖豆Valkyaと問答するのが『ブリハド･アーラニ
ヤカ･ウパニシャッド』(Brbad叩.2.11,3.11,4.11)に見られる･宮坂【1962】107Janaka家
系は仏典ではジャータカ文献に限って伝承されていることを指摘している･中野【1951】『マ

ヌ法典』10-11,13,17,19,33,37にも見られる･

55VipassanaReseachInstituteChattaSangayanaCDによる検索に基づく･

G甜虚血瑚JⅢ364-369)において,過去世においてアーナンダはVideha或いはVedeha

と呼ばれていることが永崎【1991】313-314で指摘されている.塚本【1966】207｢固有名詞と

阿難を同一視するジャータカ数39に対して,大迦葉は18ジャータカにあらわれるに過ぎ

ないことは,阿難が原始聖典においていかに重要な位置づけを占めているかを説明するに

十分であろう.｣

56JⅥ30-68(No539),『ジャータカ全集9』31･67.

Mithil豆rpAhitaIpVis豆1a叩Sabbatopabharp繁栄し,広大で遍く輝くミテイラーを･Mithil卸

phitarpvibhatta叩bhagasomitarp繁栄し,等分に区画されたミテイラーを･Bal1uP豆k豆ratorapap
多くの城壁･楼閣を持つ(ミテイラーを)･nicitedhammarakkhite 財積み,法を守護する(こ

の国)を.sovaDDerathesannadheussitaddhqiedipeathopiveyyaghesabb豆1a叩k豆rabh5site武装し

て,旗を掲げた黄金の車を,豹や虎の皮で覆われあらゆる装飾を施された･battha血豆･

assar5h豆,dhanuggah豆,r勾aputta,arlyaga痴,SattaSat豆bhariy豆,
騎象の者･騎馬の者･射手たち･王子･聖者の群れ･七百人の侍女･

58JⅥ157-219(No543),『ジャータカ全集9』148･544.

59『ジャータカ全集9』43参照.
60JⅥ329-478(No546),『ジャータカ全集10』1･148.

61注3参照.

62中村【1969】19｢シヤカ族はバラモン教の伝統を奉じていなかった･｣

63JI137-139(No9),『ジャータカ全集1』154･157･同じ物語がMNNo83,JNo541にあ

64土田【1985]108･110,土田【2002】109･また｢Mah豆sammataとIk!uVaku/Okkakaとを繋ぐ
諸王の名を各系譜にわたって吟味すれば,…(中略)…現存諸系譜あるいはそれらの祖型とな

った系譜の作者が,古博に見える王名または自ら考え出した王名をさまざまに列ねて
Mah豆sammataとIk?uV豆ku/Okk豆kaとを結びつけていったことを窺はしめる･｣と指摘してい
る.

65繹尊の家系は次を参照.中村【1969】30･34,赤沼『固有名詞辞典』465･466,添付資料の表
第一,第二.Tsucbida【1991】117.

66土田【1985】109.土田【2002】109.諸系譜が等しくMithil豆に都した八万四千王を
Ik印Ⅴ豆b/Okk証aの先祖の内に揚げていることが指摘されている･釈迦族の先祖が印度諸国

をそのつどとてつもなく長い世数にわたって治めたことは系譜作者の空想の所産であるが,

Ik亭W豆山王統の一支流とされるMitbil豆王家にまつわる言い伝えのようなものをおぼろげな

がらにせよ踏まえていたとも指摘している.

67JⅥ95-129(No541),『ジャータカ全集9』541･541.
68似顔∽読癖kaにもpaccekabuddhaについて,｢太陽｣ト族｣といった語句を用いて表

現する箇所も見られ,｢太陽の末裔/日種族｣を想起させる.(JⅥ41)｢太陽とは,あの太陽

そのものではなくて,太陽に等しいとされる〈paccekabuddh豆〉達が,太陽と言われた･｣(JⅥ
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45)｢王は愛欲に執着することなく完全に遠離した心で,一族に属する〈paccekabuddhe〉

達を思い出して….｣また,乃etMakath569,4甲`血aII578にもVbdeha,nar孟dicca,

Okk豆kaの子孫,gOtama,などの語が続いて,日種族を述べている.｢Ⅵdehaという名の多

くの宝石を有する豊かな商人がいた.私は彼の妻であった.ある日彼はnar豆diccaのもと従

者とともに行った.そして悲みと恐怖を取り除くブッダの教義を聞いた.…今から十万劫

オッカーカの子孫でゴートラがゴータマである世界における師が生まれるであろう.｣

69宮坂【1998】110 Vedeba族が仏滅後,繹尊の遺物崇拝をしていることは｢ミテイラーの

ヴイデーハ族がマハーサンマタ家系に属しサーキヤと同じくオッカーカーを頂くのに起源

するものと思われる｣と述べる.

70JI90(NoSantikenid豆na).

71『ジャータカ全集1』413 Mah豆sammataは人類の最初の王で,釈迦族の先祖と言われて

いる.

72DNI92-93に対して,中村【1969】16は｢(ブッダと青年バラモン･アンバッタとの対話

において)シヤカ族の,バラモンの血統観念に対する公然とした挑戦が見て取れる.｣とし,

バラモンの血統観念に対して釈迦族が血統に誇りを持っていると述べる.宮坂【1998】46は

｢Okkaka-bandhuはバラモンを梵天の親族払rahma-bandhu)と言うのに対する｣と言う.
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VtdehamuniasanEpithetoftheBuddha,sDiscipleÅnanda

TAMURA,Noriko

Accordingtosourcematerials,thetermvedbhamuni･anePithetofÅnanda,hastwopossible

interpretations,"aSage,,and"amuni什omthereglOnOfⅥさdeha,nandtwousagesinspeech,aS

generalnounandasapropernoun･Thisarticle,focuslngOnthesetwopoints,aimstoinvestigate

theorlglnalimplicationofthistermasattestedinP豆1imaterials･

Firstofal1,itisobvious,aSNagasakiasserts,thatwhiletheinterpretationofvedbhamuniasa

sagecomes&omP豆1icommentaries(a鍵akaLb4)ofthesoutherntradition,thelatteroriginatesin

theMbh5vasEuortheFu-ben-hanlりIng,althoughthelatterbecamemorepopularintranslation

amongcontemporaryBuddhistauthors･

TheAttbakatb由thatcommentonthetermvedbhamuni,Withthesingleexceptionmentioned

below,unanimouslytakeitasageneralnounmeanlng"aSage,Masisshownintheexamplesof

Vtdehi-PuttaOrKosala-Vedeha,WhichindicateakingrelatedtothecountryVtdeha･Buddhagosa,

reducingthistermintoァe由Tib4,elaboratesonthisinterpretationofthemeanlngaS仏asage･,,Inthis

wayofunderstandingtheterm,Ve滋ha,uSedasageneralnoun,isnotnecessarilycon血edtothe

epithetofÅnanda.

DespitethispredominantinterpretationintheP豆1icommentaries,howeveちOneaCCOuntinthe

Khu御地attbaktbiinwhichthetermve`おhamuniisofprimarylmPOrtanCeaSanePithetof

Ånanda,makesushighlydubiousoftheassumptionthatthiscouldhavebeentheorlglnal･Since

thetermvedbhamuniatthispoint,WhichhastheconnotationthatÅnandahadbeenanasceticin

VtdehabeforebecomlngOneOftheBuddha,sdisciples,isinsharpcontrastwiththepassagethat

immediatelyfbllows,"heisorlglnallyamanofSakyadescent･,,Thistermneedstobetranslatedas

"amuni丘omVedeha,"1iketheuseofSakyamuni,meanlngamuni舟omtheSakyaclan･This

interpretationisincompleteconsonancewiththatofthenortherntradition･Inaddition,glVenthat

thewordmuniis syntacticallylnCloserelationwiththetermpaccekabuma･Whichoften

correlates with肋ban戯LL an epithet exclusively addresslng the Buddha,the epithet of

vedbhamunimaywellberegardedasindicatingnothingotherthanÅnanda･

AccordingtoseveralaccountsinJaakaandfourN堪y?S,thecountryofVedeha,COmpOSedof

theV袖iwithseveraltribes,SharedtheirlineagewiththefamilyoftheMah豆SammataandSakya,

whosekingsarereportedtohaveglVenfu11treatmenttovariousPaCCekabzmas,tWOOfwhom

were the Buddha andÅnanda.Tn these circumstances,it would be surprlSlng that the title

vedbhamuniwasdedicatedexclusivelytoÅnanda,OneOftheclosestdisciplesoftheBuddha･
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